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定性が高まるものと考える．

e）〃0の地合は，全事に較べ．同化産物としての

炭水化物や粗継粉の含有率が著しく高まるが．除草剤で

は．移行型のCAr，pC〟Wにみられるようlて：．接触

型pCPに較－⊥炭水化物が少く，同化兼物の集積に影響

することが大きいので，乾田直権に対する七壌処理除草

剤の選定も乗用化に当っては，除草剤の作用性をよく確

論してriうことが極めて重要なことではをいかと考えら

れる．

ヘリコプターによる湛水直播田の苗ぐされ病防除について

香川　寛・千葉未作・村上噸逸・棒本　晃

（再　森　県　農　試）

した．
1．　緒　　　　言

水苗代における舌ぐされ病の薬剤防除法は，従来落水

して播種7日後に有機水銀剤1．仇0倍液を10が当カ8彪

散布することが有効とされている．しかし近年保護苗代

の普及に伴い歯ぐされ病による玖詔は殆んど開祖祝され

なくなっている．たまたま当地にかいてヘリコプターに

よる空中湛水直播栽培体系確立のための試験が行われる

こととをカ大区画置権田にかける由ぐされ病防除が問鵜

となった．

大区画田の湛水状態での薬剤防除法については未だ不

明な点が多h．筆者零は昭和迅年5月7日ヘリコプター

によって播種した湛水直播別において播種後9日臼に再

びヘリコプターで水銀製剤液を散布し宙ぐされ病の防除

試験を行なったので，その結果の概要を報告する．

2．　実　験　縮　臭

実験L　散布濃度と生育状況

1　実験方法

本実験はl昭年に青森県農試圃地で実施した．播種月

日は4月が日で常法に上って種籾消巷を行なった種籾を

遁軸／10両播種した．

1区面積は8がでさ区制である．薬剤の供試濃度は武

田メル錠即倍．釦倍．15倍，5倍である．薬剤散布は4

月節目に行をレ㍉．5月6日（散布後98日）に生育状況，

発生状況調査を那所一　内の宙について実施した．

2　結　果

散布凛度と生育状況との関係をみた結果は第1表に示

第1表　散布液濃度と生育状況

薬　 剤　 名
原 液 剤 集 剤 濃 度 牙 長 根 良 陛 商 卒 生 育 不 良

楠　 釈 （％） 帥 帥 （％） 粗 率 （％）

武 田メル 錠

（〟g l ・朗 ％）
静 倍

柁 0．伽
2．5 2 ．9 伍 ．9 11 ．4

同　 上 那 倍 ひ．拡 18 2 ．4 2 ．9 73 ．2 9 ．5

同　 上 旭 倍 0‘1α打 2．8 8 ．3 m ．8 6．8

岡　 上 5 倍 0 ．脚 2．5 2 ．8 ◎ ．2 7 ．4

無　 処　 理 － － 2．5 3 ．2 伍 ．1 12 ．8

武郎メル鐘の各散布区は牙良．根長ともに無処理区に

此して劣ることなく，経営率も同程度で，生育に対する

悪影響はないものと思われた．

実験之　電中散布による防除効果と生育状況

L　落下状況

q）実験方法■

5月7日電中臣偽を行なった水田に5月16日（播種後

9日目）液用武田メル∽倍液（〟gO・4％）をヘリコプタ

ーによってa戚／10か散布した．散布時の飛行条件は，

風速0，高ま辺所，速度花』／九で機種はベル椚－G2

型である．落下量は6．5d■X d■の大きさの印画紙を2

仇間隔で地面に置き，それに対する附着量を〝式落下量

試験紙によって評価し．調査は馴れ巾で2ヶ所において

Hなった．

位）鮨　果

落下状況を調査した結果は弟2表に示したどとくで．

落下状況は均一でなく階層が1－6の巾である落下量と

呑む．飛行中心に近い程落下量が多くなっていた．

第2衰　　ヘリコプター散布に上る落下状況

歪 行 違 心 力診 戸 9． 7 5 8 1 飛行中心 1 8 5 7

（ノ蹴5 ） （ノ仮4 ） （J広さ） （一名2 ） （ノ綴1 ） （ノ蹴1 ） （一仮2 ） （ノ広さ） （ノ鑑4 ）

落 下 霊 平 均 値 2．8 1．5 2．5 8．3 4．7 － 4．5 4．7 4 ．8 8．5



66 東北農業研究　宗6号

え　落下量と菌の発育状況

（1）実験方ヱ二

あらかじめ試験田から採噸した水田水を入れたビーカ

ーと落下量測定の印画紙を併毘し落下量を水田の水の菌

の星との関係を調査した．菌の調査はペトリ皿にとった

一定量の水田の水に，アマの実4片を入れ，これに着生

する歯の発生状況を調査した．

（辺　結　果

ベトリ皿内の水中の菌の発育状況を調査した結果は第

8表のとおカである．又散布5日後に調査した結果は第

3表に示した．

弟3表のごとく散布区の水中のアマの子東は落下量の

階層が1－6のいずれの場合でも菌の発育は認められな

かったが無散布区の水中のアマの実にはいずれも菌の生

育が認められ，その程度は多であって，散布区では明ら

かに殺菌効果が認められたが，散布後5日目では投入し

たアマの乗の細片のいずれにも菌の発育が認められ，その

程度は用水暗中の濯漑水における発帝状況の地合と同様

であった．

弟8表　落下量と水中の顔の生育程度

区

調 査地 点

番 号

落

階

下 貴

腐

濯 漑 水 中の 歯 の生 育 程 鑑

＋＋
（多 ）

＋
く少 ） （無 ）

散

布

区

1 6 0 0 4

2 3 0 0 4

3 3 0 0 4

4 1 0 0 4

5 2 0 0 4

6 4 0 0 4

7 5 0 0 4

8 3 0 0 4

9 4 0 0 4

1 0 4 0 0 4

1 1 2 0 0 4

■1 2 5 0 0 4

1 3 2 0 0 4

1 4 3 0 0 4

1 5 5 0 0 4

無布

散区

1 6 － 4 0 0

1 7 － 4 0 0

1 8 － 4 0 0

水採取日　5月16日（散布直後）調査月日　5月20日

第4表　散布5日後の水中の菌の生育程鼓

区

調 査 地 点

番　 号

水 中 の 菌の 生 育 程度

＋十 ＋
（多 ） （少 ） （無 ）

潅

漑

水

1 4 0 0

2 3 1 0

3 3 1 0

4 3 1 0

5 4 0 0

6 3 1 0

7 4 0 0

8 4 0 0

9 4 0 0

1 0 4 0 0

用

水

路

水

－ 4 0 0

－－ 4 0 0

－ 4 0 0

－ 4 0 0

－ 4 0 0

調査月日　　5月26日

a　首ぐされ病発生状況

（1）実験結果

1炒内の籾を．播種後5日，9日（散布当日）及び散布

後5日，9日に採集し発病状況並に生再状況を調査した．

無散布区は粂剤散布直前に水田内の籾を採集し，無散布

の苗代内に移して無散布とした．

膠　結　果

伊の発病．並びに生行状況を調査した結果は第1図のど

とくで前歯扱数は播種後7日目には7．4％謎められ，散

布当日（9日日）には15．6％に達したが散布区では者菌

級数は散布後は全般的に少をくなれ　5日後では11・2％

に減少している．これに対して無敵市区の者菌£コ数は

18．69bに増加した．又散布9日後には散布区では9．2％

であったのに対して無散布区は19．7％で散布区の発生量

は少なくをっていた．生再状況をみると散布区では全般

的に芳良．根反共に無散布区に比して長くなっていた．
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第1回　水銀剤のヘリコプター散布による菖ぐ
され病発生推移状況

5．　む　す　ぴ

1．空中直指における蔚ぐされ病防除予備試験として

武田メル錠の5倍・10倍・15倍．釦倍．別倍液を散布し

感度と生育状況との関係を調査した．散布各区とも芽長．

根長ともK無処理区に比して劣ることなく鮭酉率も同程

度で生育に悪影響は認められなかった．又発病時はいず

れの区●二おいても談められをかった．

え　空中耐確を行なった水田に液用武田メル10儲（鞄

0．4％）をヘリコプターによって3彪／10g散布した結

果，落下状況は均一でをく飛行中心は落下塞がやゝ多か

った．落下量と水田水の菌の塵との関係を調査した結果．

落下量の階層が1～6のいずれの地合でも歯の発再は認

めらかなかったが散布後5日では．いずれの区において

も由の発育が認められた．又生育状況は散布区で性根長，

芽長典散布区に比して長く良好であった．


